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○

と
じ
て
保
存
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
市
報
と
葡
か
ま
ち
は
家
庭
と
而
役
所
を
結
ぶ
か
け
橋
で
す

さ
い
。

麟
不
在
者
投
票
な
ど

　
投
票
日
の
当
日
や
む
を
得
な
い
用

務
や
事
故
等
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

人
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

（
印
鑑
を
持
参
）

　
不
在
者
投
票
は
各
選
挙
の
前
日
ま

で
の
、
毎
日
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
ま
で
市
役
所
三
階
の
選
挙

事
務
室
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
、
代
理
投
票
や
点
字
投
票
も
で

き
ま
す
。
選
挙
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
市
役
所
三
階
の
選
挙
事

○

あ
奪
た
∂
象
で

明
吾
国
づ
く
9
董
、

鍵熟、ゑ、、謂91一…蓼書1轟驕灘翻

国政をになう人を選ぶ大切な選挙。みんなが
この意義深い一票を進んで行使しょう。

　
十
二
月
十
日
は
衆
議
院
議
員
総
選

挙
投
票
日
、
（
裁
判
官
「
最
高
裁
」
の

国
民
審
査
を
含
む
）
一
週
間
後
の
十

二
月
十
七
日
は
参
議
院
議
員
補
欠
選

挙
投
票
日
と
十
二
月
は
文
字
通
り
選

挙
の
月
と
な
り
ま
し
た
。
選
挙
運
動

も
一
段
と
熱
っ
ぽ
さ
を
増
し
て
い
ま

す
が
、
義
理
人
情
や
買
収
供
応
に
よ

る
一
票
の
行
使
な
ど
し
な
い
よ
う
、

明
る
く
正
し
い
選
挙
で
自
分
の
一
票

を
十
分
考
え
抜
い
た
上
で
投
票
し
て

欲
し
い
も
の
。

　
醗
投
票
で
き
る
人

　
満
二
十
歳
以
上
の
日
本
国
民
は
選

挙
権
が
あ
り
ま
す
が
、
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
、
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
、
八
月
二
十
日
以
降
に
転

入
し
て
き
た
人
は
、
前
の
住
所
地
で

投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
麟
投
票
の
時
間

　
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
。

繰
上
げ
投
票
す
る
所
も
あ
り
ま
す
の

で
、
入
場
券
に
書
い
て
あ
る
時
間
内

に
投
票
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
騒
人
場
券
を
お
忘
れ
な
く

　
入
場
券
は
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通

じ
、
み
な
さ
ん
に
お
届
け
し
て
あ
り

ま
す
が
、
投
票
日
に
は
入
場
券
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　
粉
失
し
て
み
つ
か
ら
な
い
方
は
投

票
所
で
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い

　
入
場
券
の
届
か
な
い
方
は
、
選
挙

事
務
室
（
曾
七
－
三
二
一
番
、
有

放
五
二
五
一
五
番
）
へ
ご
連
絡
く
だ

ポ
ス
タ
ー
は
渡
辺
勝
　
冒

君
（
川
治
小
六
年
）
の
｝

作
品
　
　
　
　
　
　
　
一

務
室
ま
で
（
電
話
七
－
三
一
一

有
放
、
五
二
五
一
五
番
）

20

歳
代
に

多
い
棄
権

一
番

烈賛もできる盤
公務員等特定の人を除き、告示の日から投票日の前日まで
だれにでもできる選挙運動の主なものをあげてみました。

〈
電
話
に
よ
る
投
票

　
依
頼

　
誰
れ
に
か
け
て
も
か
ま
わ
ず
、
候

　
補
者
の
氏
名
を
い
っ
て
も
よ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
男

　
　
　
　
　
　
　
　
｝
騙
．
∫

躍
．
9
『
．
鶉

　
　
　
　
　
　
　
　
■
曹
講

▼
個
々
面
接
・
・
．
は
よ
い

　
戸
別
訪
問
は
い
け
な
い
が
、
電
車

　
や
バ
ス
の
中
、
あ
る
い
は
道
路
上

　
で
、
た
ま
た
ま
知
人
や
友
人
に
出

　
あ
っ
た
と
き
、
そ
の
機
会
を
利
用

　
し
て
投
票
を
依
頼
す
る
こ
と
は
自

　
由
で
あ
る
。

▼幕間演説…はよい
映画、演劇等の幕間、集会、会社
等の休憩時間に、そこに集ってい
る人に対し選挙運動のための演説
は自由。しかし一定の公共施設内
や、そのためにあらかじめ人を集
めてもらっておくことはできない。

　“、’1隔，己齢制、、、、1ハ，
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署頚翻甜瞬彦7
〈応援演説はできる
個人演説会での応援演説はできる。
街頭演説は標識をたてたり1腕章
をつけるなど一定の条件のもとで
できる。

、奪、麟

羅
羅　1　P

　
　
　
　
簗
　
　
　
　
　
　
鱒

き
皿
騰
講
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
望

の、．　
　
　
　
　
　
　
　
　
寒
嚢

　
　
　
　
　
　
　
　
＼
義
彗

政
治
は
あ
な
た
が
主
役
で
蹴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
叢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馨
　
奨

難

選
挙
は
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
が

進
ん
で
投
票
に
参

加
す
る
こ
と
が
理

想
で
す
。
す
な
わ

ち
、
私
た
ち
の
選

ん
だ
人
が
私
た
ち

に
代
っ
て
政
治
を

行
な
う
わ
け
で
す

か
ら
選
挙
は
ひ
と

り
ひ
と
り
の
投
票

が
も
の
を
い
う
わ

け
。
棄
権
な
ど
せ

ず
自
分
だ
け
で
も

正
し
い
投
票
を
す

れ
ば
明
る
く
正
し

い
選
挙
が
推
進
さ

れ
、に
な
り
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　嚢繋　　　　　　　　　　　　　獺　　　　　　　　　　　獺襲　　　　　　　　　　選　　　　　　　　辮　　　　　　叢顯　　　　錆鐵　　　蟹　　覇　6難麟
瑞
顯

麗

く
｝

　
　
し
か
も
国
政
に
参
加
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
昭
和
四
十
六
年
六
月

二
十
七
日
に
行
な
わ
れ
た
参
議
院
選

挙
の
投
票
率
（
別
表
）
を
み
ま
す
と

投
票
率
は
七
十
三
・
一
五
％
。
棄

権
者
は
八
千
九
百
三
十
六
人
で
全
体

の
二
十
六
・
八
五
％
を
し
め
ま
し
た

　
投
票
率
を
年
令
別
に
み
ま
す
と
、

五
十
～
五
十
四
歳
が
八
十
三
％
と
ト

ッ
プ
。
働
き
盛
り
の
三
十
～
四
十
九

歳
に
か
け
て
上
昇
を
つ
づ
け
、
最
低

は
七
十
歳
以
上
の
老
人
が
五
十
六
・

棄権の理由
　（昭和44年衆院選）

　　　その他　　　　　　、

　　　　20．1％　　用があったから

4奪撃か、　　3a8％

騨黎紳が
雛こ轡購卸

　㌧渇⑳　　　　　　　関心が
　6　　醐だ　　　　ない
　　　　　から　住所が変

　　　6・8％計、力身哩／

　　　　　　　　　　　　　　　　　羅　　　　　　　　　　　　　　　懇　　　　　　　　　　　　　鍵　　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　難　　　　　　馨　　　　　i嚢　　　翼　難難

　
　
鶏
　
　
　
鍵

七
％
、
つ
い
で
二
十
～
二
十
四
歳
の

若
者
が
六
十
三
％
と
な
っ
て
お
り
、

二
十
四
歳
ま
で
の
若
者
の
投
票
率
が

悪
い
こ
と
を
し
め
し
て
い
ま
す
。

　
若
者
の
棄
権
の
多
い
理
由
を
昭
和

四
十
四
年
衆
院
選
の
全
国
ア
ソ
ケ
ー

ト
結
果
で
み
る
と
別
表
の
よ
う
に

「
用
が
あ
っ
た
か
ら
」
が
三
十
三
・

八
％
「
選
挙
に
関
心
が
な
い
」
が
十

三
・
五
％
「
住
所
が
変
っ
た
か
ら
」

八
・
一
％
、
つ
い
で
「
面
倒
だ
か
ら
」

「
適
当
な
候
補
者
が
い
な
い
」
「
候

補
者
の
人
物
が
わ
か
ら
な
い
」
が
そ

れ
ぞ
れ
六
・
八
％
と
な
っ
て
い
ま
す

　
こ
の
よ
う
に
「
面
倒
だ
か
ら
」
～

「
候
補
者
の
人
物
が
わ
か
ら
な
い
」

等
を
あ
わ
せ
る
と
全
体
の
二
十
・
四

％
を
し
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
「
今

の
状
態
で
は
、
私
た
ち
の
政
治
に
対

す
る
願
い
が
う
ま
く
吸
い
上
げ
ら
れ

な
い
」
と
い
う
理
由
が
若
い
層
に
強

い
こ
と
を
し
め
し
て
い
ま
す
。

〔
若
者
に
四
つ
の
質
間
〕

　
両
選
挙
と
も
二
十
歳
代
に
棄
権
者
が
多
い
こ
と
は
、
当
市
を
は
じ

め
全
国
的
な
傾
向
で
す
が
、
今
回
選
挙
に
つ
い
て
市
内
在
住
の
同
世

代
の
若
者
か
ら
、
つ
ぎ
の
「
四
つ
の
質
問
」
と
題
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
て
み
ま
し
た
。
1
あ
な
た
は
棄
権
す
る
人
を
ど
う
考
え
ま
す
か

2
投
票
す
る
と
き
、
あ
な
た
は
党
で
選
び
ま
す
か
人
物
を
選
び
ま
す

か
。
3
明
正
選
挙
は
ど
う
し
た
ら
達
成
さ
れ
る
か
、
あ
な
た
の
考
え

は
。
4
政
治
家
に
望
む
こ
と
。
そ
の
第
一
、
第
二
は
。

懲、の
接
触
を
多
く

大
島
賢
一
2
4
歳
（
田
中
町
西
）

1
無
関
心
及
び
政
治
不
信
の
た
め
。
2
政
党
・
日

本
全
体
の
動
向
を
定
め
る
。
3
政
治
家
が
真
の
意

味
で
住
民
の
代
表
者
に
な
れ
ば
？
　
4
e
住
民
と

⇔
日
本
の
今
後
を
み
き
わ
め
よ

　
　
　
　
　
　
　
池
田
佳
子
22
歳
（
新
座
第
四
）

＠
勤
鑛
欝
生
醗
難

　
　
　
　
　
　
　
え
と
選
挙
へ
の
前
向
き
な
姿
勢
　
4
e
福
祉
施
設

の
充
実
　
⇔
生
活
の
安
定
化

　
　
　
　
　
　
　
近
藤
か
よ
2
1
歳
（
下
条
二
丁
目
）

　
　
　
　
　
　
　
ー
政
治
の
悪
さ
を
言
う
資
格
は
な
い
　
2
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
場
合
、
政
党
で
選
び
ま
す
　
3
私
利
私
欲
に
ま
ど

　
　
　
　
　
　
　
わ
さ
れ
る
人
が
少
な
く
な
っ
た
時
　
4
e
老
後
の

生
活
を
考
え
て
く
だ
さ
い
⇔
侵
略
だ
け
は
し
な
い
で

　
　
　
　
　
　
　
滝
　
沢
　
　
　
茂
　
2
3
歳
（
本
町
四
）

　
　
　
　
　
　
　
1
無
責
任
。
棄
権
す
べ
き
で
な
い
　
2
両
方
。
人

　
　
　
　
　
　
　
　
物
を
知
る
機
会
が
少
な
い
　
3
有
権
者
の
勉
強

　
　
　
　
　
　
　
不
足
が
原
因
し
て
い
る
。
選
管
は
積
極
的
に
勉
強

す
る
機
会
を
作
っ
て
欲
し
い
　
4
e
何
事
に
も
主
権
在
民
を
考
え
た

政
策
⇔
有
権
者
と
接
す
る
機
会
が
欲
し
い

今月の市報は12月5日発送しました。みなさんの家庭には12月7日頃届く争定です．
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　　　工業続計調査にご協力を4

昭和47年工業統計調査がことしも12月31日現

在で実施されます。

この調査は製造業に関するセンサス調査で調査

の結果は各種の経済分析行政施策の基礎資料と

して広く利用されます。

調査にあたっては調査員が調査票記入依頼に

お伺いしますので指定された期日までに記入の

上調査員に提出してください。

　　福祉年金の併給限度額引き上げ

福祉年金はこのほど公的年金との併給限度額

が6万円に引き上げられ、6万円未満のカには

その公的年金との差額（39，600円が限度）を支

給することになりました。

該当者は国民年金係までお申し出ください。

村山聡太郎（川治

下町）は、香典返

しとして3万円（消

防庁舎建築資金1

万円、社会福祉事

業1万円、交通安

全施設i刀円）寄

付しました。

田村正平（中条下

町）3万円。庭山

広司（山本5丁目）

1万円。丸山勇（本

田」7丁目）3，000円

以上交通安全施設

基金

十日町市市民会館

事業協会23。60り円

有名落語家直筆色

紙展示即売会売上

富沢タキ1，777円

渡辺チヨ（袋町）

U万円。関口軍治

（泉町）5万円。

春日市長13，000円

壕瀞‘西
灘☆継）

関口さんが国民年金で表彰

4
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大井田常盤クラブ、市保母会講師謝礼

十日町高校3年1組3，384円

十日町地区婦人会1万5，000円

林一郎（小泉）2万円　　　　　（敬称略）

轡欝欝輪
これは国民年金制度発足当時より本事業推進

に努力された民間協力者に対し表彰をしたもの

です。

　　　　年賀状は22日までに

年賀状は22日までにお出しいただかないと元

旦に配達できないことがあります。

年賀状は「市内」「県内」「その他」に分け

てまた手紙にも小包にも郵便番号を忘れずにお

書き下さい。　　　　（十日町郵便局）

　　公民館図書の貸出しについて

公民館図書室では、本館、地区館とも図書の

一般貸出しをしていますが、ほかに次のような

方法もとっています。せいぜいご利用ください

中条地区公民館一一団体貸出（部落婦人会）

飛渡地区公民館一一親子文庫

六箇地区公民館一中村、田麦、塩ノ又の各分

　　　　　　館に図書配置
川治地区公民館一城之古分館に図書配置、高

　　　　　　山分館（協栄会館）八箇分

　　　　　　館（八箇小学校）に配置す

　　　　　　る予定
吉田地区公民館一吉田、鐙島、真田、名力山

　　　　　　の各分館に配置
下条地区公民館一親子文庫、上新田分館に図

　　　　　　書配置
水沢地区公民館一野中、馬場分館に配置

本館の一般貸出し

平　　　　日　午前9時～午後6時

土、日曜、祝日　午前9時、～午後5時

休館日月曜、祝日の翌日、年末年始

貸出期間IO日間（雑誌3日間）

冊数1回2冊まで
購入希望図書、ご意見等がありましたら、公

民館までご連絡ください。ご期待にそえるよう

努力、たします。

　　　12月休日救急医
10日　中条病院（北原）　　　　曾7－3018番

17日

24日

31日

池田医院（本町西rr目）曾2－258i番

山口医院（袋町中）　　曾2－2174番

富田医院（神明町）　　　曾2－3269番

　
　
　
　
　
　
　
こ
し
　
の
　
や
ま
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昭和47年度上半期業務状況
（昭和47年4月1日から昭和47年9月30日まで）

損益計算書
費用40，396千円

営業外費用11，194千円

収益42，753千円

営業費用　’
29，202千円

純利益2細千円適 6
．1：／

営業収益’

40，570 干■F1

a含
　　営業外収益2，183千円

　　　　　　　　　　一一

昭和46年度決算状況

昭和46年度水道事業損益計算書
（昭和46年4月1日より昭和47年3月31日まで）

費　　　　　　用

科　　目 金　　額

営業費用 59，436，100

営業外費用 22，745，496

小　　計 82，181，596

当年度純利益 2，360，601

合　　計 84，542，197

貸借対照表
資産

課驚鴨☆

（昭和47年9月30日現在）

　固定負債8，116干円
　流動負債5，843千円

　　　　　剰余金
　流動資産　　20，236千円
　32，735千Fヨ

　繰延勘定328千円
ヨー　　　　純利益2，357千円

負債資本

朝
円

金 資 本 金1∫
千円 ．1’432，000千円＝

昭和47年度上半期給水業務量の状況

区　　　分 昭和47年度 昭和46年度
比　　　較

増減 比率
給水戸数（戸） 6，768 6，503 265 104．1

配
水
量

総　量（㎡） 2，005，879 1，873，290 132，589 107．1

一日最大（㎡） 14，860 14，409 451 103．1

一日平均（㎡） 10，961 10，237 724 107．1

有収水量（㎡） 1，368，009 1，310，103 57，906 104．4

有収率（％） 68．2 69．9 △1．7 97．6

　収

科　目
営業収益
営業外収益

十壬直合

　　単位円

　　益

金　額
79，621，450

4，920，747

84，542，197

昭和46年度水道事業貸借対照表
　　　（昭和47年3月31日現在）

資　　　　　産

科　　目 金　　額

固定資産 430，814，732

流動資産 32，100，012

繰延勘定 405，000

合　　計 463，319，744

　　　　　単位円

負債及資本
目
債
債
金
金
計

　
負
負
本
余

科
器
資
一
剰
一
合

金　額
8．115，638

5，809，8

437，157，78

12，236，429

463．319，744

昭和46年度水道事業剰余金処分計算書
　　　（昭和47年11月1日議決）　　　　　　　単位円

蟹、纈らせ

■昭和46年度の決算状況と昭和47年度の上半期

　の業務状況をお知らせします。

■本年度における建設改良及び保存工事は、第

　一水源地滅菌設備改良工事、第三水源ダクト

　工事、本町西線布設替工事、田川南線配水管

　布設工事、その他消火栓新設工事等を施行し
　ました。

■営業面におきましては、給水人口前年比1，253

　人増で31，421人になり普及率は98．2％になり

　ました。

　有収水量は2，498，133㎡で前年比242，116㎡増

　になっております。

　有収率は積極的な検満、故障量水器の交換、

漏水の早期発見、修理によって68．1％となり

前年比3．0％の上昇を見ております。

　　昭和46年度給水業務量の状況

1．当年度未処分利益剰余金

2．利益剰余金処分額
　（1）減債積立金　　　　500，000

　（2）建設改良積立金　　　1，500，000

3．翌年度繰越利益剰余金

2，454，432

2，000，000

454，432．

区　　　分 昭和46年度 昭和45年度
比　　較

増減 比率
給水戸数（戸） 6，643 6，378 265 104．2

配 総　量（匝） 3，667，359 3，467，156 200，203 105．8

水
量

一日最大（㎡） 14，409 、　12，225 2，184 117．9

一日平均（㎡〉 10，020 9，499 521 105．8

有収水量（㎡） 2，498，133 2，256｝017 242，116 110．7

有収率（％） 68．1 65．1 3．0 104．6

一457一


